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受講者の皆様、はじめまして。
労働安全衛生総合研究所 過労死等防止調査研究センターの
高橋 正也です。
私たち働く世代にとって、
一生懸命働くことは当たり前のことです。
実は、もう1つ大切なことがあります。
それは、しっかりと休むことです。
このように「働くこと」と「休むこと」は、
必ず組み合わせて考えなければなりません。
では、しっかり休むためには、何が必要でしょうか？
それには、休むための時間を、まず確保しなければなりません。
この動画でご紹介する勤務間インターバル制度は、
休む時間をしっかりとるための制度です。
この動画をご覧になると、勤務間インターバル制度のもつ、
さまざまな効果がお分かりになると思います。
では、ぜひご覧ください。
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今回の動画をご覧いただきまして、
誠にありがとうございました。
勤務間インターバル制度は、ご覧のとおり、
休む時間を確保することで、
たくさんの魅力的な効果をもちます。
何より睡眠をきちんととることで、疲労の回復が促されます。
そうすれば翌日もしっかりと働けます。
その上、健康を保つことにもなりますので、
長い間、働くこともできます。
このような働く人のメリットは、
職場のメリットにもつながります。
ここがとても大事です。
これからは、「働くこと」も「休むこと」も、
同時にみていくことが大切です。
皆様の職場でも、ぜひ勤務間インターバル制度を
導入していただくよう、ご検討いただけますと幸いです。
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